






要約:今回は,FITC 標識ヒトセルロプラスミン抗体およびラテックス粒子コーティングヒ

トセレロプラスミン抗体を用いて螢光法(以下、PCFIA 法と略す)による血液濾紙中セルロ

プラスミン測定を行い、Wilson 病マススクリーニングのための新しい方法を開発した。

PCFIA 法により、1歳から成人に至る 3,925 名の血液濾紙を用い検討し、血中セルロプラス

ミン値 cut off point を 15 ㎎/dl とすると再検率は 1.04%となった。検討中に、3 歳男児

例の Wilson 病 1 例を発見することができた。マススクリーニング時期は、平成 2年度に実

施した Wilson 病全国実態調査により集計した 425例中最少発症年齢 3歳であり、さらに激

症肝炎型(腹部型 Wilson 病)最小発症年齢 5歳 11 か月であったことより、昨年度(平成元年

度)の研究成績と考え併せて 3ヵ月以上 5歳までの間が適当と考えた。 


